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海
難
事
故
は
後
を
絶
た
ず
、
時
に
は
尊

い
命
が
奪
わ
れ
深
い
悲
し
み
を
も
た
ら
し

ま
す
。
石
巻
地
域
で
は
、
豊
か
な
海
や
川

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
海

難
事
故
と
は
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

　

尊
い
命
を
守
る
た
め
に
は
、
救
命
胴
衣

の
着
用
が
も
っ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

海
や
川
に
携
わ
る
全
て
の
人
々
の
安
全

で
安
心
な
社
会
を
願
い
、
救
命
胴
衣
着
用

の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
議
会
で
「
救
命

胴
衣
着
用
宣
言
都
市
」
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
市
は
、
海
難
事
故
ゼ
ロ
・
救
命
胴
衣

完
全
着
用
を
目
指
し
て
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
城
県
漁
協
雄
勝
町
東
部
支
所

は
、
石
巻
海
上
保
安
署
か
ら
「
救
命
胴
衣

着
用
モ
デ
ル
漁
協
」
に
指
定
さ
れ
、
同
支

所
の
女
性
部
で
は
、
家
族
か
ら
も
着
用
を

呼
び
か
け
る
な
ど
着
用
率
100
％
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

発
生
件
数
は
、
平
成
17
年
に
74
件
で
、
平
成
19
年
に

は
53
件
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
漁
船
が
全
体
の
半
分
以

上
を
占
め
、
次
に
多
い
の
が
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
遊
漁

船
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
生
ご
み
」の
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う

　

生
ご
み
の
、
約
６
～
７
割
は
水
分
で
す
。

　

生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
は
、
焼
却
処

理
の
際
、
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と

し
て
し
ま
う
ほ
か
、
集
積
所
で
の
悪
臭
の

原
因
や
、
衛
生
上
の
問
題
に
も
な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
捨
て
る
時
に
、「
ギ
ュ
ッ

ギ
ュ
ッ
」
と
し
ぼ
っ
て
大
さ
じ
３
杯
の

（
45
㏄
）の
水
切
り
が
で
き
れ
ば
、
市
全

体
で
年
間
約
１
、０
０
０
ト
ン
の
ご
み
減

量
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。（
石
巻
市
約

６
０
、０
０
０
世
帯
×
365
日
で
実
行
し
た

場
合
）

　

生
ご
み
を
出
す
際
は
必
ず
水
を
切
っ
て

か
ら
集
積
所
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
生
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト

①
乾
い
た
生
ご
み
は
、
濡
ら
さ
な
い
…
水

切
り
の
大
原
則
で
す
。
調
理
く
ず
を
水

道
水
で
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
手
で
絞
る
…
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
ネ
ッ
ト

を
付
け
て
、
ご
み
を
出
す
前
に
一
絞
り

し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
用
生
ご
み
減
量
対
策

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

○
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
金
額（
税
込
み
）の
１
／
２（
100
円

未
満
切
り
捨
て
）。
上
限
２
５
、０
０
０

円
。

○
発
酵
容
器（
通
称
：
Ｅ
Ｍ
発
酵
容
器
）

容
器
を
２
個
以
上
購
入
し
た
方
に
、
容

器
１
個
分（
２
、０
０
０
円
以
内
）を
補

助
し
ま
す
。

○
生
ご
み
減
量
容
器（
通
称
：
コ
ン
ポ
ス
ト
）

購
入
金
額
の
１
／
２（
100
円
未
満
切
り

捨
て
）。
上
限
３
、０
０
０
円
。

※
補
助
要
件
・
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
容
器
取

扱
店
な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
）

粗
大
ご
み
は
、

集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
！

　

粗
大
ご
み
は
、
個
別
に
予
約
を
し
て
か

ら
の
有
料
各
戸
収
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
積
所
へ
出
さ
れ
た
粗
大
ご
み
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
迷
惑
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
不
法
投
棄
と
な
り
、
取
り
締
ま
り
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

廃
棄
物
対
策
課（
内
線
510
）

石
巻
市
離
島
地
区

使
用
済
自
動
車
処
理
助
成
金

　

網
地
島
地
区
と
田
代
島
地
区
内
に
自
動

車
を
所
有
す
る
方
が
、
車
を
処
分
す
る
た

め
に
定
期
船
を
利
用
し
て
本
土
へ
車
を
航

送
す
る
際
に
必
要
と
な
る
航
送
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
自
動
車
を
定
期
船
に
よ
っ
て
航

送
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
自
動
車
航
送

運
賃
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
（
使
用
済
自

動
車
と
し
て
解
体
し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た

め
引
取
業
者
へ
引
き
渡
す
場
合
が
対
象
と

な
り
、
中
古
車
と
し
て
下
取
り
に
出
す
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

助
成
割
合

　

自
動
車
航
送
運
賃
の
８
割
以
内

※
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

廃
棄
物
対
策
課
（
内
線
402
）

　

・
牡
鹿
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
45

‐
２
１
１
２

問　

水
産
課
（
内
線
460
・
461
）

土地取引には届出が必要です
　一定面積以上の土地について、有償で譲
渡しようとする場合には、契約締結前に
「公有地の拡大の推進に関する法律」に基
づく届け出が、取り引きをした場合には、
契約を締結した日から２週間以内に「国土
利用計画法」に基づく届け出が必要となり
ます。
　なお、届け出の対象となる区分および面
積は次のとおりです。
公有地の拡大の推進に関する法律
  イ 都市計画施設等の区域 200㎡以上
  ロ 上記以外の市街化区域 5,000㎡以上
  ハ 上記以外の都市計画区域 10,000㎡以上
国土利用計画法
  イ 市街化区域 2,000㎡以上
  ロ 市街化区域を除く都市計画区域
 5,000㎡以上
  ハ 都市計画区域以外の区域 10,000㎡以上
問　都市計画課（内線498・499）

救
命
胴
衣
100
％
着
用
へ

全
国
初
の「
救
命
胴
衣
着
用
宣
言
都
市
」

「着よう
着せよう」
救命胴衣

ライフジャケットを着用していた場合と非着用では、圧倒的に、
非着用の死亡率が高くなっています。
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0％

平成18年度  ライフジャケット
着用・非着用別死亡割合比較（東北地区）

非着用着　用
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3％
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宮城県内の海難事故の発生件数
（資料提供 : 石巻海上保安署）

■ その他

■ プレジャー
　 遊漁船

■ 貨物・旅客船

■ 漁船

（件数）
（74）

（66）

（53）
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福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ

◇
特
別
障
害
者
手
当

　

精
神
ま
た
は
、身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
た
め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20
歳

以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額　

月
額
２
６
、４
４
０
円

◇
障
害
児
福
祉
手
当

　

在
宅
の
重
度
障
害
児（
20
歳
未
満
）で
、日

常
生
活
の
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、介
護

を
要
す
る
状
態
に
あ
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額　

月
額
１
４
、３
８
０
円

問　

障
害
福
祉
課
（
内
線
384
）

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
に

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す

　

既
存
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）で
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

に
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
が
30
万
円
以
上

の
工
事
を
行
っ
た
場
合
、翌
年
度
分
の
み
固

定
資
産
税
額
の
１
／
３
が
減
額（
一
戸
当
た

り
120
㎡
相
当
分
ま
で
）さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

新
築
住
宅
の
軽
減
お
よ
び
住
宅
耐
震
改
修
の

軽
減
と
は
同
時
に
適
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
住

宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
軽
減
と
は
同
時
に

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
改
修
工
事

　

次
の
工
事
の
う
ち
①
の
工
事
の
み
、ま
た
は

①
を
含
む
②
か
ら
④
の
工
事
を
行
っ
た
も
の

①
窓
の
改
修
工
事　
　

②
床
の
断
熱
工
事

③
天
井
の
断
熱
工
事　

④
壁
の
断
熱
工
事

問　

資
産
税
課（
内
線
393
）・
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課

●
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
の
方
に
、
通
院
な
ど
の
た
め

に
利
用
す
る
寝
台
車
な
ど
の
タ
ク
シ
ー
料

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に
お
い

て
要
介
護
３
～
５
と
認
定
さ
れ
た
市
民

税
非
課
税
の
方

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

理
美
容
店
の
利
用
が
困
難
な
高
齢
者
の

方
に
対
し
、
自
宅
を
訪
問
し
、
理
容
、
美

容
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

〈
対
象
者
〉
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
し
、

介
護
保
険
に
お
い
て
要
介
護
３
～
５
と

認
定
さ
れ
、
か
つ
市
民
税
非
課
税
の
方

●
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
高
齢
者
の

方
に
対
し
、
寝
具
の
洗
濯
、
乾
燥
、
消
毒

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

〈
対
象
者
〉
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
し
、

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
普
及
促
進
事
業

　

手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
解
消
な
ど

の
住
宅
改
修
資
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

（
介
護
保
険
と
の
併
用
可
能
）

〈
対
象
者
〉
65
歳
以
上
で
住
居
の
改
良
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
市
民
税
非
課
税
の
方

※
工
事
着
工
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

　

低
所
得
の
援
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
方

に
、
火
災
警
報
器
な
ど
の
日
常
生
活
用
具

を
給
付
し
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
に
は
、
火
災
警
報
器

を
購
入
す
る
際
、
５
、０
０
０
円
を
限
度

と
し
て
助
成
し
ま
す
。（
限
度
額
を
超
え

た
金
額
は
、
自
己
負
担
）

※
購
入
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

〈
対
象
者
〉
65
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

・
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税
の
方

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
介
護
保

険
に
お
い
て
要
介
護
３
～
５
と
認
定
さ

れ
た
方

※
消
防
法
に
よ
り
住
宅
に
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
等

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
に
、緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
機
器
を
設
置
し
、急
病
な
ど

の
緊
急
事
態
に
迅
速
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
で
、

慢
性
疾
患
な
ど
の
た
め
日
常
生
活
に
注

意
を
必
要
と
す
る
方

・
80
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
方
、

ま
た
は
重
度
身
体
障
害
者
の
ひ
と
り
暮

ら
し
な
ど
の
方

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
、
生
活
支
援
な
ど

す
べ
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
申
請
代
行
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
生
き
が
い
対
応
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
、
公
共
施
設
な
ど
に
お
い
て
、

「
集
い
の
場
」
と
趣
味
制
作
な
ど
の
「
活

動
の
場
」
を
提
供
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉
65
歳
以
上
で
、
日
常
生
活
が
お

お
む
ね
自
立
し
て
い
る
方

●「
食
」の
自
立
支
援
事
業

　

心
身
、
環
境
の
要
件
が
、
日
常
の
食
生

活
に
お
い
て
支
援
が
必
要
で
あ
る
高
齢
者

の
方
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
届
け
る
と
と
も
に
、
安
否
確
認
も
行
い

ま
す
。

〈
対
象
者
〉
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
し
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

●
介
護
用
品
支
給
事
業

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
方
に
、
紙
お
む
つ
お
よ
び
尿
取
り
パ
ッ

ト
な
ど
の
購
入
給
付
券
を
支
給
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、

在
宅
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族

※
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
利
用
者
負
担
な
ど

の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

お
住
ま
い
の
市
内
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
・
利
用
し
て
い
る
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
・
福
祉
総
務
課
（
内
線
485
）・

介
護
保
険
課
（
内
線
301
・
548
）・
各
総

合
支
所
保
健
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
の
方
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
と
は
別
に
、
次
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

介
護
、
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
代
行

も
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
地
区

名　

称

電
話
番
号

石
巻
・
中
央

中
央

21‐

５
１
７
１

稲
井
・
住
吉

・
河
北

稲
井

93‐

８
１
６
６

蛇
田

蛇
田

92‐

７
３
５
５

山
下
・
釜
・

大
街
道

山
下

96‐

２
０
１
０

渡
波
・
荻
浜

・
牡
鹿

渡
波

25‐

３
７
７
１

湊

湊

25‐

３
２
５
２

雄
勝
・
北
上

雄
勝

61‐

３
７
３
２

河
南

河
南

86‐

５
５
０
１

桃
生

も
の
う

76‐

５
５
８
１

担
当
地
区

名　

称

電
話
番
号

住
吉

住
吉

92‐

６
７
３
３

釜
・
大
街
道

青
葉

21‐

８
２
０
６

河
北

大
森

62‐

１
１
１
６

河
南
西

河
南
西

73‐

２
１
１
７

北
上

北
上

61‐

７
０
２
３

牡
鹿

鮎
川

44‐

１
６
５
２


